
介護保険料のお知らせ

介護保険制度は、介護が必要になった人が安心して自立した生活が送れるよう、社会全体で支えていく制度です。
介護保険は、皆さんが納めた保険料が財源になっていますので、介護サービスを利用する人も利用しない人も、
法律の定めにより保険料を納付していただく必要があります。
介護保険制度の安定的な運営と適切な介護サービスの提供のため、納付へのご協力をお願いします。

飯塚市の介護保険料は、20段階に区分されており、収入・所得・住民税の課税状況に応じて年間保険料額が決ま
ります。今回お送りする納入通知書には、属する段階区分や計算方法、納付方法などを詳しく記載していますので、
ご確認ください。
※毎年6月に年金保険者から送付される「年金振込通知書」には、通知日時点での介護保険料の予定額が記載されているため、飯塚

市から通知される介護保険料額とは異なる場合があります。確定した介護保険料額については、今回送付する納入通知書にてご
確認ください。

年金の受給額が年額18万円以上の人は、原則「特別徴収（年金からの天引き）」となります。年金の受給額が年額
18万円以上であっても、65歳になって間もない人や年度途中に飯塚市に転入した人などは、当分の間は「普通
徴収（納付書または口座振替）」となり、年金天引きの準備が整い次第、自動的に特別徴収に切り替わります。

※取扱期限内であれば、コンビニエンスストア及びスマホ決済（PayPay請求書払い、LINE Pay請求書支払い）で納付できます。
PayPay請求書払いの場合、2023年4月1日から【PayPayマネー】【PayPayあと払い】でのみ支払いが可能です。詳しくは、
各アプリ事業者へお問合せください。

※納付方法が普通徴収の人は、便利な口座振替をご利用ください。口座振替をご希望の場合は、納入通知書の最終ページにある
「口座振替依頼書・自動払込利用申込書」に必要事項をご記入の上、返送してください。

介護保険料は、介護サービスの利用有無にかかわらず、必ず納めなければならないものとして、法律で定められ
ています。特別な理由もなく、保険料を滞納していると、介護サービス利用時に費用を一旦全額支払うことにな
ったり（支払方法の変更）、利用者負担の割合が引き上げられたりします（給付額の減額）。
納付が困難な場合は、分割納付や減免制度もありますので、お早めにご相談ください。

特別な事情または恒常的生活困窮により、保険料の納付が困難な場合は、申請によって、保険料の減免を受け
ることができる場合があります。詳しい内容は、下記の担当部署へお問合せください。

（1）「特別な事情」の例
・主たる生計維持者が、災害（震災、風水害、火災等）により、住宅や家財等の財産に著しい損害を受けた場合
・主たる生計維持者が、死亡・長期入院・重篤な障がいを負ったことにより所得が激減し、生活が困難になった場合
・主たる生計維持者が、失業により所得が激減し、生活が困難になった場合

（2）減免には審査があります。申請したことによって、無条件に減免が承認されるものではありません。

納付方法は法律で定められており、任意で変更することはできません

●納付方法別の納付回数

（年度途中で特別徴収が始まる場合は6回とは限りません）
4月・6月・8月・10月・12月・2月の計6回

（各期別の納期限があります）
8月から翌年3月までの計8回納付回数

特別徴収（年金からの天引き）普通徴収（納付書または口座振替）納付方法

※滞納をそのままにしていると、延滞金等が加算されたり、差押を受ける場合があります。

申請は年度ごとに必要です介護保険料の減免制度

介護保険料を滞納していると

介護保険料の納付方法

介護保険料の決まり方

第1号被保険者（65歳以上）の皆さんへ

●お問合せ　高齢介護課　保険料係（☎内線1135・1136）

～納入通知書を7月中旬に送付します～

経済的な理由などで国民年金保険料の納付が難しい場合、本人が申請して審査を通過すれば、保険料の「免除」
または「猶予」の対象となります。（※免除申請には、前年所得の申告が必要です。）

☆国民年金保険料の令和5年度（令和5年7月～令和6年6月）の免除申請の受付を7月3日（月）から開始します。

（※1） 納付猶予の場合、追納すれば年金額に反映されます。

国民年金だより

★学生には「学生納付特例制度」がありますので、詳しくはお問合せください。
★令和4年度の免除申請時に、翌年度以降の継続希望を行い、かつ「全額免除」または「納付猶予」が承認された人は、
　あらためて免除申請をする必要はありません。

◆申請時に必要なもの◆
▷ 本人確認できるもの（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証など）
▷ 基礎年金番号がわかるもの（年金手帳、基礎年金番号通知書、年金証書、納付書など）
◎ 失業を理由とする場合は…
　 ▶ 離職年月日が確認できる『雇用保険被保険者離職票』『雇用保険受給資格者証』など
◎ 代理人が申請する場合は…
　 ▶ 代理人本人の確認ができるもの　　▶ 委任状

◆保険料の追納ができます◆　※追納の受付・問合せは直方年金事務所となります。
　「免除」「納付猶予」「学生納付特例」の期間がある場合には、保険料を全額納付した場合に比べ、受け取る年金額
が少なくなります。10年以内であれば、その分の保険料を後から納めること（追納）ができます。
ただし、免除等の承認を受けた期間の年度から数えて3年度目以降に追納する場合は、当時の保険料額に一定額が
加算されます。

令和2年2月以降に新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や
売り上げの減少などが生じて所得が相当程度まで下がった場合は臨時特例措置として本人
申告の所得見込額を用いた簡易な手続により、国民年金保険料免除申請が可能です。

ご存知ですか？ 「保険料の免除・納付猶予制度」

新型コロナウイルス感染症の影響により国民年金保険料の納付が困難な方へ

令和5年度の保険料は
月額16,520円です。

令和5年度の
免除等の種類と保険料額など

納付猶予
（50歳未満の方対象）1/4免除半額免除3/4免除全額免除

未納免　除

納付猶予12,390円8,260円4,130円0円月々の保険料
含まれない含まれる含まれる受給資格期間に…

全額納付の場合に対する
免除期間分の年金額増加割合 年金額は増えない（※1）7/86/85/81/2

本人・配偶者本人・配偶者・世帯主所得審査の対象者
申請時点から2年1か月前までの期間

（納付期限から2年を経過すると時効により免除等の申請ができません）申請可能な期間

▲一部免除の承認を受けた期間でも、月々の指定の保険料を納めなければ未納期間となります。
▲保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障がいや死亡といった不測の事態が生じた

ときに「障がい年金」や「遺族年金」を受け取ることができない場合があります。

医療保険課　年金係（☎内線1031・1032）・各支所市民窓口課
直方年金事務所　☎0949-22-0891（自動音声案内が流れます）

●お問合せ

〇申請期間
　令和3年7月分から令和4年6月分まで　（令和3年度分）
　令和4年7月分から令和5年6月分まで　（令和4年度分）

※臨時特例措置は、
　令和4年度分で終了のため、
　令和5年度はありません。
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